
○建物概要

■計画の要点

柏市立西原小学校校舎長寿命化改良工事

○スケジュール

【建築工事】 令和5（2023）年 8月～

令和7（2025）年 8月

【使用開始】 令和7（2025）年 9月

全体イメージパース

①生活環境の再整備 ：変化する児童の生活に対応できるような空間を計画します。

②用途別の集約化 ：昇降口、普通教室、特別支援教室及び特別教室を集約します。

③動線計画の再構築 ：児童と職員が利用しやすい動線計画を再構築します。

普通教室内観パース

計画地

西原中
学校

県立流山高校

建築面積 823.300㎡

延べ面積 803.300㎡

階数 地上2階

構造 ＲＣ造

最高高さ 10.000ｍ

建築面積 460.219㎡

延べ面積 485.269㎡

階数 地上1階

構造 ＲＣ造

最高高さ 5.600ｍ

建築面積 110.000㎡

延べ面積 110.000㎡

階数 地上1階

構造 ＲＣ造

最高高さ 4.200ｍ

建築面積 992.452㎡

延べ面積 2,643.808㎡

階数・構造 地上3階・ＲＣ造

最高高さ 12.980ｍ

【改修建物（第1校舎）】昭和47年築 【既存建物（屋内運動場）】昭和48年築

学級数 普通教室 ：21教室

特別支援教室： 4教室

建築面積 330.900㎡

延べ面積 1,226.600㎡

階数構造 地上4階・ＲＣ造

最高高さ 14.160ｍ

【改修建物（第2校舎）】昭和51年築

建築面積 720.780㎡

延べ面積 1,331.095㎡

階数・構造 地上2階・ＲＣ造

最高高さ 11.300ｍ

【改修建物（第3校舎）】昭和53年築

・階段室棟（ワゴンホール（１）含む）

建築面積 157.770㎡

延べ面積 381.330㎡

階数・構造 地上３階・Ｓ造

・渡り廊下棟

建築面積 38.030.㎡

延べ面積 76.060㎡

階数・構造 地上２階・Ｓ造

・図書室棟

建築面積 64.800㎡

延べ面積 36.000㎡

階数・構造 地上１階・Ｓ造

【増築予定】

【既存建物（給食室）】平成10年築

【既存建物（プール）】平成8年築

読書テラスイメージ



■事業目的・基本方針

【基本方針】

１）児童生徒や教職員の学習環境・生活環境の向上

○長寿命化改良概要

【事業目的】

① 既存校舎躯体の老朽化対策（長寿命化）

② 耐久性に優れた材料などの取り換え（外壁・防水改修）

③ 室内環境の改善（内装の木質化・外皮性能の向上）

登下校時の混雑を緩和する為、新た
に大階段と、普通教室へアクセスで
きる位置にエレベーターを新設しま
す。給食配膳としても利用可能です。

２つに分かれている図書室を集約化
します。児童のふれあいの場となる
よう昇降口付近に配置します。

普通教室を第一・第三校舎にまとめ、
児童と職員及び給食配膳の動線を短
くします。児童数増加及び減少に対
応できる教室配置とします。

普通教室とエリア分けし、落ち着い
た空間を保ちつつ、児童同士の交流
が図りやすい配置とします。

４つに分かれている昇降口
を集約し、管理を容易にし
ます。

■配置計画・長寿命化改良概要 ※外構工事、グラウンド整備は長寿命化改良工事後の想定となります。

正門と通路の双方で適切な外構を設え、
明快な歩車分離計画とします。
駐車場入口の道路後退と正門位置の後
退により、登下校時の安全性を高めま
す。

・コンクリート中性化対策の検討

コンクリートの中性化深さを調査し、鉄筋に発錆の
恐れがあると判断される箇所は中性化深さに応じた
改修方法を検討します。

・柱と梁の補強

改修後の教室配置計画に伴って、やむを得ず耐力壁
を撤去する箇所には構造耐力上の危険が増大しない
ような補強方法を検討します。

教室のイメージ

多様な学習内容、学習形態に対応した、快適な学習環境、生活環境
づくりを目指します。

２）安全性やセキュリティ、防犯などを考慮した施設

安全性を確保し、安心感のある施設を目指します。外部からの来訪
者を確認し易い配置や児童生徒に教職員の目が届きやすい教室配置
及び外構の歩車分離を考慮します。

３）バリアフリーなどインクルーシブ教育への対応

障害のある利用者が、安全かつ円滑に学校生活が送れるよう、施設
の運営、管理、人的支援などのサポート体制との連携を考慮します。

４）環境に配慮した学校づくり

内装の木質化や家具への積極的な木材の活用を目指します。また、
高断熱材による断熱工法を採用し、外壁の空調負荷を低減し、高効
率機器の導入やLED照明の採用による省エネルギーに配慮します。

①躯体の老朽化対策

・内装の全面改修

教室と廊下の建具を木製建具とし、高い開放性の建
具形式を検討します。室内の塗装仕上は塗膜に汚染
物質が浸透にしくく、付着した汚れが容易にふき取
ることができるものを採用します。

・バリアフリー環境の整備

車椅子利用者及び給食配膳時兼用のエレベーターを
昇降口と給食室付近に設置します。

第一校舎と第三校舎を接続している１階建ての開放
廊下を2階建ての渡り廊下に改修します。改修後は
完全に屋内化されます。

・縦方向のつながり強化

学級や学年を超えた交流が生まれるよう、吹き抜け
とホールを設けます。吹き抜けとホールは昇降口に
隣接した場所に配置し、明るく開放的な昇降口を計
画します。

②室内環境の向上




